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研究成果の概要（和文）：ＷＴＯ協定の遵守確保を導く要因・制度について研究を行った。とり

わけ、ＷＴＯ紛争処理制度を通じて協定の遵守確保が図られていることを明らかにした。この

ほか、ＤＳＢ（紛争解決機関）の国内実施やＷＴＯ協定の国内適用の過程を検討し、ＷＴＯ協

定の遵守確保に国内法過程が果たす役割も明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：The research focused on factors and systems that induce compliance 
with the WTO Agreement. In particular, it revealed that the WTO Dispute Settlement 
System has made a substantial contribution in securing compliance with the WTO 
Agreement. In addition, it highlighted the role of domestic legal process in achieving the 
compliance by analyzing the domestic implementation of DSB (Dispute Settlement Body) 
recommendations as well as the application of the WTO Agreement. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 国際法学において、遵守についての関心が
再び高まっている。その理由の一つが新たな
遵守確保の仕組みの登場であり、もう一つが
国際法の正統性を確保することで自発的遵
守を促そうとする議論の活発化である。しか
し、国際法の遵守確保についての学術的議論

は人権、環境、軍縮といった分野におけるも
のが中心で、ＷＴＯを始めとする国際経済法
分野においてはほとんど行われていないの
が実情であった。そこで本研究は、ＷＴＯ協
定の遵守について、国際法学上の視点からの
研究を試みることとした。 
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２．研究の目的 
 
 国際法学における遵守論の展開が、ＷＴＯ
協定の遵守確保に与える示唆を明らかにす
ることを目的とした。 
 とりわけ、①ＷＴＯ紛争処理制度が遵守確
保に役割や、②ＷＴＯ協定の自発的遵守を促
すための正統性の根源を明らかにすること
を主要な目的としたほか、③途上国に対する
キャパシティ・ビルディングや④貿易政策検
討制度による遵守確保を分析することも目
的に挙げた。 
 ただ、実際にはＷＴＯ紛争処理制度を通じ
た遵守確保が中心的な研究課題となり、それ
以外の点については十分に研究の対象とで
きなかった。 
 
 
 
３．研究の方法 
 
 理論的研究として、国際法学における遵守
論についての研究を行った。また、国際法の
立憲化やグローバル・ガバナンスをめぐる議
論など、新たな国際（法）秩序の構想に係る
議論についても研究の対象とした。 
 このほか、政治学や社会学など、他分野の
研究にも注意を払い、国際法学における遵守
論に与えるインプリケーションについて検
討した。 
 過去のＷＴＯ紛争処理制度の事例を調査
した。その際、ＷＴＯ紛争処理制度において
示されたパネルや上級委員会の裁定や勧告
を分析するのみならず、裁定や勧告の結果、
ＷＴＯ協定違反を認定された加盟国がどの
ように違反措置を修正し、ＷＴＯ協定に適合
させたかの過程にも着目した。 
 実地調査として、市民団体などへの聞き取
りを行ったほか、国内外の研究者と意見交換
を行った。 
 
 
 
４．研究成果 
 
（１）ＷＴＯ紛争処理制度と正統性 
 国際法の正統性が問われる理由について
検討した。国際法規則に「正統性」を付与す
る要素として、法規則の客観的属性と関係主
体の主観的認識に着目し、特に後者について、
国際法規則が市民から「正統」と認識される
ことが国家の国際法遵守を導く上で重要と
なっていると論じた。 
 また、ＷＴＯ紛争処理制度に正統性を与え
うる要素について分析した。特に、ＷＴＯ紛
争処理制度に正統性を与えるとしばしば主

張される、市民の参加と遵守との関連に着目
した。すなわち、ＷＴＯ紛争処理制度やその
裁定が正統性を欠くと市民が認識するとき、
市民は自国政府に対して裁定を遵守すべき
でないと働きかけるかもしれないと指摘し
た。そのうえで、市民のＷＴＯ紛争処理制度
に対する正統性認識を高めるために提案さ
れている諸策（市民から提出される意見書を
考慮に入れて紛争を審理する、市民の利益を
考慮した裁定を行う、など）を検討し、いず
れも制度の正統性を高めるとは必ずしも言
えないと批判した。さらに代替案として、国
内平面において市民の参加を高め市民の利
益を考慮することで、紛争処理制度の正統性
欠如を補うべきと論じた。 
 
 
（２）国内法過程 
 民主的正統性研究の一環としてグローバ
ル・ガバナンス、コスモポリタン・デモクラ
シーといった概念を研究する中で、国際法秩
序と国内法秩序との間に生じつつある新た
な関係性に関心を持つようになった。そうし
た関心を踏まえ、ＷＴＯなどの国際経済制度
の開発政策を題材に、一元論・二元論といっ
た国際法と国内法の伝統的関係を超えたグ
ローバル法秩序の形成過程とその意義につ
いて研究を行った。特に、国際経済協定の遵
守確保において、国内法過程が果たす役割に
注目して研究を行った。 
 ＷＴＯ協定の遵守確保において国内法過
程が果たす役割として、まず、ＷＴＯ紛争処
理制度の裁定を国内的に実施するという点
がある。ＷＴＯ紛争処理制度において違反認
定が行われ、違反措置を協定に適合するよう
勧告が行われても、そのような勧告が国内的
に実施されなければＷＴＯ協定の遵守は確
保できない。本研究は、ＷＴＯ加盟国がそれ
ぞれの国内制裁に沿って、柔軟に勧告を国内
的に実施していることを明らかにした。 
 また、ＷＴＯ協定に関する紛争を、ＷＴＯ
紛争処理制度に付託する代わりに、国内裁判
所に付託する場合があることも明らかにし
た。とりわけ、知的財産権に関する紛争のよ
うに、私人の権利に密接に係る紛争の場合は、
主たる論点がＷＴＯ協定に係るものであっ
ても、私人がアクセス可能な国内裁判所に付
託されることが多い。本研究は、国内裁判所
もＷＴＯ協定の遵守確保に貢献していると
いう意味で、ＷＴＯ紛争処理制度を補完して
いることを明らかにした。 
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